
Ｉ
メ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

'10
年
度
の
「
I
メ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
は
、

杉
本
茂
樹
（
写
真
）
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
'04
年
に

入
会
、
交
流
校
訪
問

を
全
て
体
験
、
'09
年

度
の
留
学
生
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
世

話
役
を
担
当
さ
れ
た

ほ
か
、
学
生
と
の
I

メ
イ
ト
交
流
が
数
多
く
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
去
る
６
月

の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
岩
手
県
大
槌
町
へ
の

橋
渡
し
も
。

総
会
や
交
流
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
、
編
集
、
放
映
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
買
っ
て
出
て
、
「
趣
味
の
一
つ
で
あ

り
、
楽
し
み
で
も
あ
る
」
と
事
務
局
の
強
力
な
助
っ
人

で
す
。
上
理
事
長
代
行
か
ら
、
表
彰
状
の
授
与
と
、
当

日
の
講
師
の
著
書
「
日
本
の
ポ
ッ
プ
パ
ワ
ー
」
が
サ
イ

ン
入
り
で
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
い
て

お
茶
の
間

で
も
お
馴

染
み
。
先

生
の
紹
介

は
元
Ｉ
メ

イ
ト
学
生

で
日
本
人

と
結
婚
し
た
ア
ジ
風
Ｉ
メ
イ
ト
国
際
結
婚
第
１

号
の
福
山
（
旧
姓
・
朴
）
阿
英
さ
ん
で
し
た
。

京
都
ご
出
身
の
中
村
先
生
は
和
服
姿
で
ご
登

場
。
か
っ
て
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」
と
紹
介
さ
れ
経
済
大
国
だ
っ
た
日
本
が

経
済
の
面
で
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
の
ま
ん
が
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
各
国
の
若
者
を
メ
イ
ン
に
世
界
を
席

巻
し
て
い
る
こ
と
を
映
像
と
デ
ー
タ
を
示
し
て

興
味
深
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
比
較
的
高
齢
層

の
ア
ジ
風
会
員
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
世
界
で
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
世
界
に
通
用
す
る
日

本
の
新
し
い
力
と
し
て
生
か
す
べ
き
だ
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
講
演
の
あ
と
は
先
生
の
サ
イ
ン

入
り
著
書
「
日
本
の
ポ
ッ
プ
パ
ワ
ー
」
３
冊
が
、

先
生
の
誕
生
日
に
一
番
近
い
人
、
福
島
県
出
身

者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
３
人
の
方
に
先
生
か

ら
渡
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
懇
親
会
に
移
り
、
先
ず
は
じ
め

に
「
Ｉ
メ
イ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
の
発
表
。
過

去
１
年
間
ア
ジ
風
の
イ
ベ
ン
ト
に
す
べ
て
参
加
さ
れ
、

か
つ
メ
ー
ル
交
流
活
動
が
活
発
だ
っ
た
正
会
員
の
中
か

ら
杉
本
茂
樹
さ
ん
が
選
ば
れ
上
理
事
長
代
行
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
来
場
の
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ

イ
貿
易
大
学
か
ら
滞
日
中
の
お
二
人
、
タ
オ
先
生
と
フ

オ
ン
グ
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
を
代
表
し

て
タ
オ
先
生
か

ら
ハ
ノ
イ
貿
易

大
学
日
本
語
学

科
に
対
す
る
ア

ジ
風
の
支
援
へ

の
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
ま

し
た
。

昨
年
９
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
貿
易
大
学
へ
の
派
遣
教
師

を
勤
め
ら
れ
た
増
本
純
子
先
生
は
１
年
間
の
勤
務
が
と

て
も
充
実
し
て
い
て
、
自
分
自
身
の
た
め
に
も
大
変
有

意
義
だ
っ
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
風
の
活
動
は
、
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
留

学
生
世
話
役
、
新
聞
編
集
、
会
計
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
の
協
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ご

出
席
の
み
な
さ
ん
を
藤
原
理
事
か
ら
紹
介
し
、
貢
献
へ

の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ア
ジ
風
は
６
月
４
・
５
日
の
２
日
間
、
東
日
本
大
震

災
で
大
き
な
被
害
に
あ
っ
た
被
災
地
・
岩
手
県
大
槌
町

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
上
事
務
局
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
18

会
員
の
ほ
か
12
名
の
留
学
生
、
元
留
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
様
子
を
会
員
の
杉
本
茂
樹
さ
ん
が
ビ
デ
オ

撮
影
し
編
集
し
た
も
の
を
放
映
。
炎
暑
の
中
で
休
憩
も

そ
こ
そ
こ
に
震
災
の
後
片
付
け
に
汗
を
流
し
た
参
加
者
、

避
難
場
所
で
お
年
寄
り
と
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
語
り
反

対
に
元
気
を
貰
っ
た
留
学
生
、
会
員
の
Ｕ
さ
ん
が
歌
っ

た
「
ふ
る
さ
と
」
に
涙
ぐ
む
被
災
者
。
映
像
に
参
加
し

た
留
学
生
チ
ャ
ン
・
ト
ウ
・
チ
ャ
ン
さ
ん
、
新
入
会
員

上
野
睦
美
さ
ん
の
報
告
に
感
動
し
ま
し
た
。

茶
菓
で
の
さ
さ
や
か
懇
親
会
で
し
た
が
ア
ジ
風
の
活

動
へ
の
新
た
な
意
欲
を
か
き
た
て
、
お
互
い
の
連
帯
感

を
高
め
た
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
多
額
な

寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
で
は
ご
高
齢
の
た
め
'10
年
度
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
た
林
雄
二
郎
前
理
事
長
に
代
わ
っ

て
、
上
高
子
が
理
事
長
代
行
に
就
任
の
挨
拶
と

林
前
理
事
長
へ
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
次
い

で
奥
山
理
事
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
が
進
行

し
ま
し
た
。
出
席
各
役
員
の
紹
介
と
挨
拶
に
続

い
て
上
事
務
局

長
か
ら
'10
年
度

の
活
動
報
告
と

'11
年
度
の
事
業

計
画
、
会
計
担

当
の
松
島
さ
ん

か
ら
'10
年
度
の

収
支
決
算
報
告
、

'11
年
度
の
収
支

予
算
の
説
明
、

中
村
監
事
か
ら

の
監
査
報
告
が

あ
り
、
以
上
す

べ
て
承
認
さ
れ

て
総
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
た
講
演
会
は
慶
応
大
学
教

授
の
中
村
伊
知
哉
氏
を
迎
え
て
「
外
国
の
若
者

を
魅
了
す
る
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と

題
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
中
村
教
授
は
在
日

外
国
人
か
ら
見
た
日
本
を
ト
ー
ク
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
番
組
「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
に
出
演

「
フ
ラ
ン
ス
に
行
き
た
し
と
思
え
ど
・
・
」
と
萩
原

朔
太
郎
が
歌
っ
た
１
０
０
年
前
、
フ
ラ
ン
ス
は
世
界
の

文
化
の
中
心
だ
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
た
が
、

今
は
日
本
か
？
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
特
に
若
い
女
性
た
ち

の
間
で
、
日
本
へ
の
憧
れ
が
沸
騰
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
限
ら
ず
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

へ
の
世
界
の
目
は
「
ク
ー
ル
（
か
っ
こ
う
い
い
）」
と
評

価
さ
れ
、
よ
う
や
く
日
本
人
は
「
外
か
ら
み
る
日
本
」

を
認
識
し
始
め
た
。
ハ
ラ
キ
リ
や
特
攻
隊
な
ど
闘
う
国

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
ト
ヨ
タ
、
ソ
ニ
ー
な
ど
経
済
強
国

の
イ
メ
ー
ジ
へ
、
そ
し
て
ピ
カ
チ
ュ
ウ
や
ス
ー
パ
ー
マ

リ
オ
で
知
ら
れ
る
ア
ニ
メ
や
漫
画
な
ど
の
ポ
ッ
プ
な
日

本
。
こ
れ
ま
で
取
り
締
ま
り
の
対
象
で
あ
っ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
、
政
府
ま
で
が
世
界
に
発
信
す
る
新
し
い
文
化

と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
。

今
や
、
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
超
え
て
、
宅
急
便
や
給

食
に
至
る
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
日
本
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
に
世
界
の
目
が
注
が
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
で
発
信
さ
れ
る
も
の
が
大
き
く
作
用
し

て
お
り
、
日
本
の
若
者
の
情
報
発
信
が
、
パ
ワ
ー
シ
フ

ト
ま
で
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。

下村典子さんと ヂン・ティ・テュ・ホアイさんのメール
☆下村さん→ホアイさん（6月27日）

・増本先生の送別会のメールを受けて

ホアイさんメールありがとう。私も元気です。

学生は、夏休みが嬉しいですね。ふるさとの家

族に会えることも楽しみですね。家へ帰って、

のんびりして（relaxして）くださいね。

私も 増本先生が日本へ帰国したと聞きまし

た。増本先生はとても良い先生です。みんなお別れが悲しかっ

たでしょう。でも、またいつか会えると信じて、希望をもちま

しょう。新しい先生のお話も聞かせてくださいね。

「窓際（まどぎわ）のトットちゃん」は、私も読んだことがあ

ります。とても楽しい本でした。ホアイさんの住所を教えてく

れますか？本を送りたいと思います。下村　典子

☆ホアイさん→下村さん・・本のお礼（7月23日）

下村さんへ

下村さんからの贈り物をもう貰いました。

嬉しかったです。本当にありがとうございます。

その日にお母さんははじめ小包を貰いまし

た。お母さんはびっくりしました。なぜ日本

から小包を貰いかと言ました。その後で私は

お母さんとお父さんにNPOとIメイトと下村さんを紹介しまし

た。家族は感動して「ありがとう」という気持ちが下村さんとI

メイトの皆に伝えたいです。お父さんは「僕たちは田舎の人で

日本が少し分かるけどあんたの話から日本人の気持ちを感心し

ていますよ。あんたはさいわいと思います。日本人の友達と先

生はあんたに色々なことを手伝ったり応援したりしています。

だから、あんたの街道をあんたの自分で決めるけど、皆にあん

たを信じてもらって、必ず中途で夢をあきらめてはいけない！

ちゃんと勉強してください！あんただけためじゃないの！」と

言ってもらいました。お父さんの話を分かって、私はもっと努

力したい気持ちを持ちました。　　ホアイより

日
本
の
女
性
映
画
監
督
が
「
S
e
n
s
e

o
f

Ｈ

ｏ
ｍ
ｅ
」
と
の
題
で
世
界
の
映
画
監
督
に
東
日
本
大
震

災
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
３
・
11
に
因
ん
で
３
分
11

秒
の
映
像
で
表
現
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
21
ケ

国
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
監
督
が

映
像
を
通
し
て
訴
え
た
こ
と
は
東
日
本
大
震
災
が
日
本

だ
け
の
問
題
で
な
く
世
界
全
体
の
問
題
で
あ
る
こ
と
、

人
は
自
然
の
前
に
謙
虚
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
人

と
人
と
の
連
帯
、
家
族
の
絆
の
大
切
さ
で
し
た
。
ア
ジ

風
の
大
槌
町
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
正
に
こ
の
こ

と
の
実
践
で
、
参
加
し
た
留
学
生
を
含
む
み
な
さ
ん
が

得
た
も
の
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
新
井
　
雅
夫
）

９
月
末
に
清
華
大
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
語

科
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、
国
際
ク
ラ
ス
に
は
、
韓
国

人
、
ア
メ
リ
カ
人
、
ロ
シ
ア
人
も
在
籍
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
中
国
人
学
生
の
間
で
、
ア
ジ
風
の
評
価
は
草
の

根
の
異
文
化
交
流
と
し
て
し
っ
か
り
根
付
い
て
い
る
の

を
感
じ
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
I
メ
イ
ト
会
員
の
み
な
さ

ん
の
お
蔭
で
す
。

（
上
　
高
子
）

3
月
の
大
震
災
に
続
き
、
今
度
は
台
風
12
号
、
15

号
が
日
本
各
地
を
襲
い
ま
し
た
。
自
然
の
脅
威
を
い
や

と
い
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
普

段
の
何
事
も
な
い
生
活
が
い
か
に
あ
り
が
た
い
か
を
実

感
し
ま
し
た
。
恵
み
の
秋
、
台
風
の
被
害
が
少
な
い
こ

と
を
祈
り
ま
す
。

（
藤
原
　
玲
子
）

こ
の
度
ア
ジ
風
新
聞
編
集
の
お
仲
間
に
入
れ
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
て
き
な
何
か
を
受

発
信
で
き
る
よ
う
心
を
澄
ま
せ
て
暮
ら
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
森
　
郁
子
）
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坂巻延子さんと チャン・ティ・キエウ・チンさんのメール
☆チンさん→坂巻さん（8月24日）

坂巻さんメール、ありがとございます！　

今晩、私はＶＪＣＣセンタでコースの選定試験に

参加したばかりです。このテスト問題もよりやさ

しですから、高得点を獲得することを希望します。

ＶＪＣＣセンタは日本語を勉強として有名です。

ここで復習ができると、いいです。

新しい日本語の先生はハノイに７年住みました。先生はとっても熱

情です。そして、全部の学性に愛敬されています。

あ、日の７月はべトナム人のカレンダーによっと、今は７月です。

べトナムでカレンダーは２類があります。西暦や別にべトナム人の

自分で考えるカレンダーです。伝統的な祭日はこのカレンダーによ

って行う。スコールは雨です。でも、それは長く続く小糠雨です。

日本でありますか。

来週、べトナム人のとても大切な祭日がある。それは国慶節です。

つぎメールに解説してあげますね！　では、チン

☆坂巻さん→チンさん（8月24日）

チンさん メール、ありがとうございます。

ベトナムに2種類のカレンダーがあることは初め

て知りました。現在日本で使われているのは新

暦（しんれき）といって、明治時代に作られま

した。それより前は旧暦（きゅうれき）が使わ

れていました。今は旧暦をそのまま使うことは

ありませんが、地方によっては、行事（ぎょうじ）などは旧暦で行

うこともあります。

日本に「スコール」はないと思います。雨の季節は６月から７月

にかけての「梅雨（つゆ）」です。毎日、雨が降り続きます。この

時期は「あじさい」の花が咲きます。とてもきれいな花ですが、ベ

トナムにもありますか？

新しい先生とたくさん日本語を勉強して下さいね。

では。さかまき

〒154-0016　東京都世田谷区弦巻2-18-22-414
TEL/FAX 03-5426-6714

http://www.npo-asia.org new-wind2006@npo-asia.org

Ｉメイト便り Ｉメイトって？ I n t e r n e t , 愛 , ( 出 ) 会 い の ア イ

・・・編 集 後 記 ・・・

袴 姿 で 熱 弁 の 中 村 講 師 、 大 好 評 ！ 認定NPO法人

今回のＩメイト便りは、交流を始めてまだ１年に満たない２組です。それぞれの交流を読ませていただいて、感動し

ました。どれもすべて載せたかったのですが、文字数に限りがあり、短くまとめるのが大変でした。奇しくも、この二

組の文に、新旧の先生のことが書かれていました。アジ風が送った風が生きて吹いていると感じます。うれしいですね。

（ハノイ貿易大学Ｉメイト交流コーディネーター　杉本典子）

〈総会の様子〉

〈中村伊知哉講師〉

認
定
N
P
O
法
人

在日中国人の生活全般を
サポートする FeiNET

日本初の外国人向けプロバイ

ダー　FeiNET（フェイネット）

ただ今FeiNETでNTTフレッツ

光を申込むと、プロバイダー料

金が３年間無料になるキャン

ペーン実施中。その他、通信

（インターネット回線、携帯電

話）の代理販売、パソコン等の

販売、クレジットカードの発行、

保険のコンサルティングなどを

行っています。

http://www.feinet.jp/
アジ風の活動を支援する法人会員です

中
村
先
生
の
講
演
要
旨

〈講演会で挨拶をするタオ先生
貿易大日本語教師・

横浜国立大でインターン中〉

今
年
の
日
本
は
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
続
い
て
、
９
月
の
台
風
12
号
に
よ
る
和
歌
山
県
、
奈

良
県
の
大
水
害
と
未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
９
月
４
日
の
ア
ジ
風
第
９
回
総
会
も
西

日
本
を
襲
っ
た
台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
幸
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
の
青
山
荘
に
は
、

昨
年
を
上
回
る
76
名
の
出
席
が
あ
り
、
ア
ジ
風
の
発
展
を
示
し
ま
し
た
。
今
年
も
司
会
者
は
、
流

暢
な
日
本
語
の
中
国
出
身
の
張
慧
さ
ん
。
こ
の
た
び
ア
ジ
風
会
員
の
日
本
人
男
性
と
の
結
婚
を
自

ら
公
表
し
ま
し
た
。
両
文
化
の
懸
け
橋
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



「
が
ん
ば
れ
日
本
！
」
　
　
タ
マ
サ
ー
ト
よ
り

７
月
23
日
、
泰
日
教
育
財
団
は
「
日
本
震
災
被
災
者
の
皆
さ
ん
を
励

ま
す
、
タ
イ
人
全
国
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
I

メ
イ
ト
学
生
の
パ
ナ
ン
さ
ん
（
I
メ
イ
ト
会
員
は
坂
上
勝
朗
さ
ん
）
は

こ
れ
に
応
募
し
て
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
枠
２
名
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
も
う
一
名
の
学
生
が
選
抜
さ
れ
て
、
全
国
に
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
パ
ナ
ン
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
も
、
日
本
へ
の
思
い
に
溢
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
　
私
は
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
学
生
代
表
の
パ
ナ
ン
と
申

し
ま
す
。

日
本
と
タ
イ
と
の
交
流
は
約
１
２
０
年
た
ち
ま
し
た
。
日
本
は
昔
か

ら
ず
っ
と
タ
イ
を
経
済
的
に
援
助
し
て
く
れ
て
、
技
術
的
に
も
支
え
て

く
れ
て
い
て
、
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
上
、
タ
イ
人
が
困
っ
た

時
こ
そ
日
本
人
が
す
ぐ
に
手
を
さ
し
の
べ
る
の
が
真
の
友
人
だ
と
心
で

意
識
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
日
本

人
と
タ
イ
人
の
関
係
が
ま
す
ま
す
深
ま

っ
て
、
兄
弟
の
国
の
よ
う
な
関
係
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
3
月
11
日
に

日
本
で
は
東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
住
ん
で
い

た
家
屋
が
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
り
損
壊
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

人
々
の
気
持
ち
に
も
大
き
い
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
大
勢
の
人
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

生
徒
た
ち
の
十
分
な
栄
養
確
保
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
私
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
同
情
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
早

く
復
興
が
進
む
よ
う
に
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
は
テ
レ
ビ
で
生
き
る
希
望
さ
え
な
い
と
言
っ
た
人
を
見
ま
し
た
が
、

切
な
い
気
持
ち
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
今
は
も
う
過
去
を
振

り
返
な
い
で
、
た
だ
前
進
あ
る
の
み
だ
と
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は

信
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
く
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
生
き
て
い
れ

ば
き
っ
と
必
ず
い
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
は
ま
も
な

く
復
興
で
き
て
、
再
び
明
る
い
日
々
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
日
本
人
は
積
極
的
で
、
何
も
負
け
な
く
て
、
気
持
ち
が
強
い
タ
イ

プ
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
こ
の
世
に
一
つ
し
か
な
い
桜
の
よ
う
で
、
冬

の
寒
さ
に
も
強
い
風
に
も
う
ち
ひ
し
が
れ
な
い
よ
う
に
毎
年
頑
張
っ
て

美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

タ
イ
に
は
、「
雨
の
後
に
は
、
今
よ
り
ず
っ
と
青
く
見
え
た
空
」
と
い
う

諺
が
あ
り
ま
す
。
私
は
皆
さ
ん
が
希
望
を
持
っ
て
、
そ
の
日
々
を
一
緒

に
待
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
学
生
代
表
　
パ
ナ
ン
）

青
い
空
の
下
、
太
陽
の
光
が
緑
溢
れ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
を
照
ら
し
、
行
き
交
う
人
々
が
生
き
生
き
と

輝
く
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

清
華
大
学
で
は
、
あ
ち
こ
ち
に
掲
げ
ら
れ
た
「
熱

烈
歓
迎
2
0
1
1
級

新
同
学
」
の
垂
れ
幕
、
軍

事
訓
練
に
い
そ
し
む
新
入
生
の
姿
が
新
学
期
の
訪

れ
を
告
げ
、
中
秋
節
翌
日
の
9
月
13
日
よ
り
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
限
8
時
始
ま
り
の
自
転
車

ラ
ッ
シ
ュ
に
圧
倒
さ
れ
、
不
安
と
期
待
を
抱
き
、

教
室
に
向
か
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
早
２
週
間
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す

今
学
期
担
当
す
る
の
は
、
２
年
生
の
「
基
礎
日

本
語
」
と
「
聴
解
」
、
第
一
外
国
語
の
ク
ラ
ス
。

２
年
生
は
中
国
人
学
生
班
と
留
学
生
班
に
分
か
れ

て

い

ま

す

。

留
学
生
の
２

年
生
は
全
員

韓
国
人
と
あ

っ
て
、
東
ア

ジ
ア
の
日
本

語
教
育
の
新

た
な
展
開
を

感

じ

ま

す

。

東
ア
ジ
ア
の

域
内
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国

の
言
語
を
学
び
合
う
、
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て
き

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
は
授
業
準
備
に
追
わ
れ
る
、
気
ぜ
わ
し
い
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
1
日
～
9
日
ま

で
は
国
慶
節
の
お
休
み
、
い
わ
ゆ
る
「
秋
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
。
日
本
で
、
4
月
に
新
学
期

が
始
ま
っ
た
ら
、
間
も
な
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
迎
え
る
の
と
同
様
、
中
国
で
も
一
休
み
で
き

る
期
間
が
あ
る
訳
で
す
。
教
師
も
学
生
も
心
待
ち

に
し
て
い
る
プ
チ
秋
休
み
。
し
ば
し
「
金
（
錦
）

秋
北
京
」
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
中
国
・
清
華
大
学
派
遣
教
師
〉

旧
暦
八
月
十
五
日
（
今
年
は
九
月
十
二
日
）
は

中
秋
節
で
し
た
。
八
月
後
半
に
さ
し
か
か
っ
た
あ

る
日
突
然
、
今
ま
で
何
も
な
か
っ
た
歩
道
に
臨
時

の
月
餅
屋
が
出
現
し
て
、
今
年
も
中
秋
節
が
近
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
も
昔
は
中
秋
節
と
言
え
ば
月
を
眺
め

て
そ
の
色
合
い
に
よ
っ
て
豊
作
か
ど
う
か
を
占
っ

た
り
し
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
月
餅
を
贈
り
あ
っ

た
り
、
先
祖
に
月
餅
や
ザ
ボ
ン
、
バ
ナ
ナ
、
シ
ャ

カ
ト
ウ
、
柿
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
果
物
を
お

供
え
す
る
以
外
は
「
子
供
の
お
祭
り
」
と
し
て
お

祝
い
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
中
秋
節
が
近
づ

い
た
こ
ろ
に
は
、
街
や
デ
パ
ー
ト
で
は
大
き
な
お

も
ち
ゃ
の
包
み
を
抱
え
た
親
子
連
れ
を
た
く
さ
ん

見
か
け
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
人
は
普
段
か
ら
と
て
も
子
供
を
か

わ
い
が
っ
て
大
切
に
育
て
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
子
孫
繁
栄
を
願
い
先
祖
に
感
謝
し
た
農
耕
社

会
の
風
習
が
「
子
供
二
人
政
策
」
に
な
っ
た
今
は
、

少
な
い
数
の
子
供
へ
の
「
愛
情
の
集
中
」
と
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
秋
節
の
行
事
と
し
て
は
、
子
供
た
ち
の
提
灯

行
列
や
獅
子
舞
い
な
ど
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

旧
市
街
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
夜
見
学
に
出
か
け

よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
当

日
は
雨
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
学
生
か
ら
も

ら
っ
た
月
餅
と
ベ

ト
ナ
ム
語
の
先
生

か
ら
い
た
だ
い
た

ザ
ボ
ン
で
雨
の
中

秋
の
夜
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。
翌
日
、

歩
道
の
月
餅
屋
は

す
っ
か
り
片
付
い

て
い
ま
し
た
。

〈
ベ
ト
ナ
ム
・
貿
易
大
学
派
遣
教
師
〉

－ ３ － － ２ －

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ア
ジ
風
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
留
学
生
支
援
ネ
ッ
ト
担
当

伊
達
和
人
さ
ん
、
藤

原
ひ
さ
子
さ
ん
。
会
計
と
デ
ー
タ
管
理
担
当

松
島
沢
枝
さ

ん
。
I
メ
イ
ト
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

杉
本
典
子
さ
ん
、

井
村
倫
子
さ
ん
に
加
え
て
、
新
人
の
福
山
阿
英
さ
ん
。
ア
ジ

風
新
聞
の
編
集
員
、
森
郁
子
さ
ん
の
皆
さ
ん
で
す
。

ア
ジ
風
か
ら
の
30
名
は
、
６
月
４
日
～
５
日

に
、
被
災
地
の
岩
手
県
大
槌
町
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
行
き
ま
し
た
。
安
渡
小
学
校
の
講
堂

に
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
と
語
り
合
う
う
ち
、

「
何
も
か
も
流
さ
れ
て
、
ア
ル
バ
ム
が
な
い
の
」

と
新
聞
の
取
材
な
ど
で
も
ら
っ
た
写
真
を
、
封

筒
か
ら
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た
小
国
ヤ
ス
さ
ん
。

会
員
の
古
澤
サ
ヨ
子
さ
ん
の
知
り
合
い
の
会
社

か
ら
、
大
判
の
ア
ル
バ
ム
５
冊
、
ミ
ニ
ア
ル
バ

ム
２
０
０
冊
、
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

訪
問
時
に
写
し
た
写
真
や
、
参
加
者
の
励
ま
し

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
避
難
所
の
皆
さ
ん

へ
送
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
制
服
の
あ
る
大
学
は
珍
し
い
で
す

が
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
で
は
制
服
が
あ
り
ま
す
。

男
子
学
生
は
黒
の
ズ
ボ
ン
に
ワ
イ
シ
ャ
ツ
。
た

ま
に
黒
の
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
い
る
学
生
も
見

か
け
ま
す
（
日
本
で
は
葬
式
用
で
す
が
）。
女
子

は
紺
の
ス
カ
ー
ト
に
半
そ
で
ブ
ラ
ウ
ス
で
す
。

ブ
ラ
ウ
ス
は
開
襟
シ
ャ
ツ
で
、
こ
れ
が
な
か
な

か
ス
ポ
ー
テ
ィ
で
可
愛
い
。
制
服
着
用
率
も
け

っ
こ
う
高
い
で
す
。

女
子
の
ス
カ
ー
ト
丈
と
デ
ザ
イ
ン
は
、
人
に

よ
っ
て
か
な
り
違
い
ま
す
。
写
真
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
ず
、
左
は
、
標
準
丈
の
ひ
だ
ス
カ
ー

ト
で
す
。
真
ん
中
の
写
真
は
、
「
オ
シ
ャ
レ
系
」

の
学
生
で
、
ス
カ
ー
ト
は
当
然
ミ
ニ
の
タ
イ
ト

で
す
。
こ
れ
で
自
慢
の
足
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

す
。
右
の
写
真
の
ス
カ
ー
ト
丈
は
、「
個
性
派
女

子
」
に
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
長
い
の
が
流

行
り
は
じ
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
で
も
、
こ
の

長
い
ス
カ
ー
ト
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
昔
の
ス

ケ
バ
ン
を
連
想
さ
せ
ま
す
（
完
全
に
年
齢
が
ば

れ
て
ま
す
が
）。
な
ぜ
、
一
流
大
学
タ
マ
サ
ー
ト

に
、
「
ま
る
で
ス
ケ
バ
ン
」
が
闊
歩
す
る
の
か
、

何
と
な
く
し
っ
く
り
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
モ
デ

ル
の
学
生
は
、「
長
い
ス
カ
ー
ト
は
、
足
の
日
焼

け
予
防
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
考

え
る
と
一
応
納
得
な
ん
で
す
が
ね
。

全
員
日
本
語
学
科
の
3
年
生
で
す
。

〈
タ
イ
・
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
派
遣
教
師
〉

派遣教師の現地報告

「
世
界
の
若
者
を
魅
了
す
る

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
聞
い
て

坂
本
竜
馬
の
衣
装
で
来
場
な
さ
っ
た
中
村
伊
知
哉
先
生
、
私
た
ち
に

視
覚
で
旬
の
ポ
ッ
プ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
が
皆
さ
ん
お
気
づ
き
に
な
ら

れ
た
で
し
ょ
う
か
？
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
魅
了
さ
れ
た
外
国

人
の
一
人
と
し
て
、
中
村
先
生
の
話
は
「
う
ん
、
そ
う
そ
う
！
そ
う
だ

よ
ね
！
」
と
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。「
昔
の
日
本

は
外
国
人
に
と
っ
て
【
腹
切
り
、
神
風
】

の
印
象
が
強
か
っ
た
し
、
そ
の
後
は
も
の

作
り
の
世
代
で
あ
っ
て
ソ
ニ
ー
、
ト
ヨ
タ
、

ホ
ン
ダ
な
ど
が
名
を
知
ら
れ
た
が
、
今
の

若
者
に
日
本
の
印
象
を
聞
く
と
、
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ル
、
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
と
言
っ
た

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
な
っ
て
い
る
」
と
中

村
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ま
さ
に
私
が
思
っ
て
い
た
日
本
の

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
定
番
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

日
常
に
も
ク
ー
ル
な
ジ
ャ
パ
ン
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
の
で
す
。
例
え
ば
「
留
学
生
た
ち
に
自
分
の
国
に
持
っ
て
帰

る
と
し
た
ら
何
が
い
い
？
と
聞
く
と
思
い
も
よ
ら
な
い
【
マ
ッ
サ
ー
ジ

チ
ェ
ア
】
、
【
マ
マ
チ
ャ
リ
】
な
ど
、
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
は
何
の
変

哲
も
な
い
も
の
だ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
」
と
の
話
を
聞
い
た
と
き
、

私
は
「
そ
う
！
私
も
そ
う
思
っ
て
い
た
！
自
転
車
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

習
慣
も
持
っ
て
帰
り
た
い
！
」
と
心
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
ん
な
に
人
気
の
あ
る
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
ど
の
よ
う

に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
い
話
を

伺
い
た
か
っ
た
で
す
が
、
時
間
の
関
係
で
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

し
た
。

家
に
帰
っ
た
ら
、
テ
レ
ビ
で
「
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ニ
メ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
1
が
バ
ン
コ
ク
で
開
催
」
と
の
ニ
ュ
ー

ス
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
か
ら
訪
タ
イ
し
た
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
歌

う
５
人
の
シ
ン
ガ
ー
は
、
タ
イ
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
か
ら
熱
狂
的
な
声
援

を
受
け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
も
今
回
の
バ
ン
コ
ク
公
演
は
慈
善

事
業
の
一
環
で
、
収
益
金
の
一
部
は
タ
イ
の
貧
し
い
子
供
た
ち
と
東
日

本
大
震
災
の
遺
児
に
贈
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

す
で
に
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
形
で
世
界
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
始
め
て
い

た
の
で
す
ね
。

（
I
メ
イ
ト
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
福
山

阿
英
）

今
回
は
法
人
会
員
で
、
昨
年
６
月
に
入
会
の

「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
・
Ｂ
Ｉ
Ｏ
」（
ピ
ー
ア
イ
シ
ィ
・
バ
イ

オ
）
社
長
・
奥
村
由
巳
さ
ん
。

安
全
な
農
畜
産
物
生
産
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
国
内
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
各
国
に

呼
ば
れ
る
な
ど
海
外
活
動
が
多
い
。
先
月
下
旬

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
直
後

と
多
忙
で
80
歳
に
し
て
堂
々
た
る
現
役
だ
。

ア
ジ
風
へ
の
入
会
の
動
機
を
聞
い
た
。

「
私
が
参
加
し
て
い
る
異
業
種
交
流
会
で
、
ゲ
ス
ト
講
演
し
た
ア

ジ
風
の
上
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
初
め
て
ア
ジ
風
を
知
っ
た
。
東
南

ア
ジ
ア
の
国
々
と
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
各
国
と
も
本
当
の
日
本
を

知
ら
な
い
、
と
い
つ
も
感
じ
て
い
た
。
日
本
語
を
学
ぶ
子
（
若
者
）
が

い
れ
ば
い
い
が
な
ー
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
ア
ジ
風
の
活
動

を
知
っ
た
。
語
学
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
国
を
知
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
。
ア
ジ
ア
各
国
の
大
学
の
日
本
語
学
科
の
学
生
と
日
本

語
で
交
流
、学
生
た
ち
の
手
助
け
を
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
、

と
思
っ
て
」
と
、
そ
の
場
で
入
会
を
即
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
積
極

的
に
ア
ジ
風
の
活
動
に
協
力
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご

存
知
で
す
ね
。

奥
村
さ
ん
の
経
歴
が
面
白
い
。
某
有
名
私
立
大
（
文
系
）
を
卒
業

し
た
後
、
横
浜
近
郊
の
実
家
が
農
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
養
鶏

を
始
め
る
。
終
戦
後
間
も
な
い
頃
。
当
時
、
農

村
で
は
若
者
を
中
心
に
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
運
動

（
農
村
改
革
運
動
）
が
起
き
、
奥
村
青
年
は
積

極
的
に
活
動
し
た
。
米
国
は
養
鶏
を
産
業
と

位
置
付
け
て
い
た
。
そ
の
養
鶏
法
に
傾
倒
し

て
原
種
鶏
農
場
を
立
ち
上
げ
、
ヒ
ヨ
コ
を
出

荷
し
た
。
抗
生
物
質
漬
け
だ
っ
た
ブ
ロ
イ
ラ

ー
の
改
良
に
も
取
り
組
み
、そ
れ
に
代
わ
る
生
菌
剤
使
用
を
提
唱
、現

在
、
国
内
だ
け
で
な
く
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
と
の
取
引
が
続
く
。
養

鶏
だ
け
で
な
く
畜
産
、
野
菜
な
ど
農
産
物
全
般
に
化
学
薬
品
を
使
わ

な
い
抗
酸
化
物
質
（
フ
ミ
ン
）
の
製
品
化
に
成
功
、
今
、
そ
ち
ら
に

熱
が
入
る
。

最
後
に
ア
ジ
風
へ
の
期
待
。「
皆
さ
ん
熱
心
に
や
っ
て
お
ら
れ
る
。

国
際
親
善
に
役
立
っ
て
も
ら
い
た
い
。国
が
や
る
こ
と
と
は
別
に
、そ

れ
こ
そ
草
の
根
の
輪
が
広
が
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
」。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
ー
　
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

園
木
宏
志
）

会員紹介

安全な農畜産物を

・アジアへの想い・

会員の投稿ページ　　　　原稿をお寄せ下さい

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
制
服

三
角

友
子

先
生

ニ
ー
ハ
オ
！
北
京
は
今
が
最
も
い
い
季
節

磐
村

文
乃

先
生

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
中
秋
節

藤
原

美
代
子

先
生< デパート前の歩道上の月餅屋三軒 >

< 清華大学キャンパス新入生を迎える風景 >

< アジ風新聞編集
員、森郁子さん >

< Iメイト交流コ
ーディネーター
福山阿英さん >

奥村由巳（よしみ）さん

〈パナンさん 〉
〈中村講師を紹介する福山さん 〉

大 槌 町 か ら お 礼 状 が 届 き ま し た 。

中村講師を紹介する福山さん

モデル：左から タナポーンさん
（Iメイト）、サンハタイさん（Iメ
イト）クリッチャヤーさん
写真撮影： ニッチャカーンさん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介


